
小金井市特定事業主行動計画

進捗状況（令和４年度）

令和５年９月

小金井市総務部職員課



R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

職員次世代育成支援プランハンドブックの周知 Ａ Ａ Ａ

ワーク・ライフ・バランスに係わる研修・説明会の実施 Ａ ※　C Ａ

子育て支援に関する休暇制度の拡充 Ａ Ａ Ａ

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

妊娠・出産関係の手続き等の情報提供 A Ａ Ａ

休暇制度の充実 A Ａ Ａ

出産支援休暇・育児参加休暇の周知 A Ａ Ａ

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

親となった職員に対しての情報提供 A Ａ Ａ

男性職員の育児休業取得推進のための環境づくり A Ａ Ａ

育児休業代替職員等の措置 A Ａ Ａ

育児休業中の職員への職場復帰に向けた支援 A A A

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

時間外勤務抑制を通じたワーク・ライフ・バランスの充実 A A B

職員のキャリア形成支援 B A A

年次有給休暇の取得促進 A A A

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

設備の整備・点検・見直し B B B

地域活動に係わる休暇取得の促進 B B B

上級救命講習の実施 C B A

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

女性職員のキャリア形成に関する意識啓発 A A

男性職員の理解や関わり、職場風土づくりの推進 A A

キャリアデザインの構築 A A

各職場の管理職による指導・育成 B B

女性職員の意識や課題等の把握 A A

■進捗状況の評価基準
Ａ ： 計画どおりに進捗している取組
Ｂ ： 計画より遅れているが一部進捗している取組 Ｄ ： 完結した取組

Ｃ ： 計画より大きく遅れている取組

※　新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、事業の全部もしくは一部を中止又は延期

⑹　女性職員の活躍推進
進捗状況

小金井市特定事業主行動計画の各取組内容の進捗一覧（人事担当課等の取組）

⑸　その他の子ども・子育て支援
進捗状況

進捗状況
⑴　子育てに関する制度の周知

⑵　子どもの誕生のために
進捗状況

⑶　育児休業を推進
進捗状況

⑷　子どもの成長を育むために
進捗状況



R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

(15人/15人) (11人/15人) (6人/8人)

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

(13人/15人) (13人/15人) (4人/8人)

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

(6人/15人) (11人/15人) (5人/8人)

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標（各年度：時間） 90,000 90,000 90,000

実績（各年度：時間） 79,971 80,646 93,938

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

(20人/129人) (25人/125人)

(6人/56人) (9人/57人)

年次有給休暇等の取得日数が
5日以上の職員割合

進捗状況

【目標】　100%（R6年）

男性職員の育児参加休暇取得率
進捗状況

86.7% 86.7% 50.0%

時間外勤務
進捗状況

男性職員の育児休業取得率
進捗状況

【目標】　50%（R6年）

【目標】　 25%（係長職）
10.7% 15.8%

【目標】　35%（主任職）
15.5% 20.0%

女性職員の昇任試験申込率
進捗状況

年次有給休暇等の取得率
進捗状況

80.6% 74.6% 78.8%【目標】　70%（R6年）

【目標】　100%（全職員） 99.6% 99.6% 99.7%

73.3%

100% 73.3% 75.0%

62.5%40.0%

進捗状況
男性職員の出産支援休暇

【目標】　100%（R6年）

目標数値の進捗状況



(１)　子育てに関する制度の周知及び充実

取組内容

役割 取組内容 項目 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実施
状況

実施 → →

主な
取組

・制度改正に伴い、4月にハン
ドブック（改訂版）を作成し、
課長職向け及び全庁的に周知
し、新任研修でも周知し、配布
した。
・会計年度任用職員（月給制）
職員採用時にハンドブックを配
布した。
・服務研修（主任職）の実施に
伴い、ハンドブックの概要につ
いて周知した。

・制度改正に伴い、4月にハン
ドブック（改訂版）を作成し、
課長職向け及び全庁的に周知
し、新任研修でも周知し、配布
した。
・会計年度任用職員（月給制）
職員採用時にハンドブックを配
布した。
・服務研修（主任職）について
は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、中止とした。

・制度改正に伴い、4月及び10
月にハンドブック（改訂版）を
作成し、課長職向け及び全庁的
に周知し、新任研修でも周知
し、配布した。
・会計年度任用職員（月給制）
職員採用時にハンドブックを配
布した。
・服務研修（主任職）の実施に
伴い、ハンドブックの概要につ
いて周知した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、制度改正等に合わせ
て、子育てに関する制度を周知
していく。

引き続き、制度改正等に合わせ
て、子育てに関する制度を周知
していく。

引き続き、制度改正等に合わせ
て、子育てに関する制度を周知
していく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

・服務研修（主任職）の実施に
伴い、ワーク・ライフ・バラン
スの意識を啓発した。
・係長及び主任職を対象に、
ワーク・ライフ・バランス研修
を実施した。

・新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、服務研修（主任
職）及びワーク・ライフ・バラ
ンス研修（主任職・係長職対
象）を中止とした。

・服務研修（主任職）の実施に
伴い、ワーク・ライフ・バラン
スの意識を啓発した。
※ワーク・ライフ・バランス研
修については、隔年実施のた
め、R４年度未実施。

進捗
状況

Ａ C A

課題
等

引き続き、研修等を通じて、
ワーク・ライフ・バランスの意
識を啓発していく。

引き続き、研修等を通じて、
ワーク・ライフ・バランスの意
識を啓発していく。

引き続き、研修等を通じて、
ワーク・ライフ・バランスの意
識を啓発していく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

会計年度任用職員制度に伴い、
育児及び介護に係る休暇制度を
導入した。

職員の介護と仕事との両立を支
援する観点から、介護休暇の取
得要件を緩和した。

法改正等に伴い、育児休業等の
子育て支援に関する休暇及び介
護休暇の制度を拡充した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、法改正等に伴い子育
て支援に関する休暇制度を拡充
していく。

引き続き、法改正等に伴い子育
て支援に関する休暇制度を拡充
していく。

引き続き、法改正等に伴い子育
て支援に関する休暇制度を拡充
していく。

人事担当課等

母性保護、育児休業、子育て支援に関する休暇等各種制度の周知及

○平成２５年１２月に、子育てに関する制度を周知
することを目的として作成した「小金井市職員次世
代育成支援プランハンドブック」について、適宜必
要な見直しを行い、少なくとも年に１回、職員に周
知します。なお、会計年度任用職員に対しては、採
用時に配付する等周知を徹底します。

○ワーク・ライフ・バランスの意識を啓発するよ
う、研修・説明会の実施に努めます。

○仕事と子育てを両立するために、子育て支援に関
する休暇制度の拡充に努めます。



(２)　子どもの誕生のために

取組内容

役割 取組内容 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実施
状況

実施 → →

主な
取組

妊娠・出産関係に係わる問合せ
や手続き時に、休暇制度等につ
いて情報提供した。

妊娠・出産関係に係わる問合せ
や手続き時に、休暇制度等につ
いて情報提供した。

妊娠・出産関係に係わる問合せ
や手続き時に、休暇制度等につ
いて情報提供した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、情報提供していく。 引き続き、情報提供していく。 引き続き、情報提供していく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

会計年度任用職員制度の導入に
伴い、育児に係る休暇制度を導
入した。

継続して制度拡充に努めた。 育児休業の取得回数制限の緩
和、育児参加休暇の取得対象期
間の拡大、妊娠・出産の申出を
した職員に対する意向確認の制
度化等を行った。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、休暇制度の充実を
図っていく。

引き続き、休暇制度の充実を
図っていく。

引き続き、休暇制度の充実を
図っていく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、出産支援休暇・育児
参加休暇についても周知した。

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、出産支援休暇・育児
参加休暇についても周知した。

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、出産支援休暇・育児
参加休暇についても周知した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、父親が活用できる休
暇の周知を図っていく。

引き続き、父親が活用できる休
暇の周知を図っていく。

引き続き、父親が活用できる休
暇の周知を図っていく。

人事担当課等

○妊娠・出産関係で問合せや手続きがあった場合
は、「小金井市職員次世代育成支援プランハンド
ブック」の内容を説明するなど、休暇制度や出産費
用等の給付について、必要な情報を提供します。

○安心して出産を迎えられるよう、休暇制度の充実
を図ります。

○父親となる職員が出産支援に十分に携われるよ
う、出産支援休暇・育児参加休暇の周知を図りま
す。

①妊娠中及び出産後における制度の周知・充実
②子どもの出生時における父親のための休暇制度の周知及び取得促進
【目標】出産支援休暇及び育児参加休暇取得率（男性職員）１００％（令和６年）



(３)　育児休業を推進

取組内容

役割 取組内容 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実施
状況

実施 → →

主な
取組

休暇制度等について情報提供し
た。

休暇制度等について情報提供し
た。

妊娠・出産の申出をした職員に
対する意向確認の制度化を行う
とともに、休暇制度等について
情報提供した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、情報提供していく。 引き続き、情報提供していく。 引き続き、情報提供していく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、モデルケース等を提
示した。また、庁内広報にも、
育児休暇取得に関する記事を掲
載し、取得促進を図った。

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、モデルケース等を提
示した。また、庁内広報にも、
育児休暇取得に関する記事を掲
載し、取得促進を図った。

男性の育児休暇に関するチラシ
を作成し、モデルケース等を提
示した。また、庁内広報にも、
育児休暇取得に関する記事を掲
載し、取得促進を図った。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

取得事例やモデルケースの提示
の検討

取得事例やモデルケースの提示
の検討

取得事例やモデルケースの提示
の検討

実施
状況

実施 → →

主な
取組

必要に応じて、会計年度任用職
員（時給制）や育児休業代替職
員を採用した。

必要に応じて、会計年度任用職
員（時給制）や育児休業代替職
員を採用した。

必要に応じて、会計年度任用職
員（時給制）や育児休業代替職
員を採用した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

・年３回、育児休業中等の職員
に庁内広報及び制度変更の通知
等を送付し、庁内の状況等を情
報提供した。
・職場の管理監督者と連携し、
職場復帰に向けて連絡・調整が
図られるように支援した。

・年３回、育児休業中等の職員
に庁内広報及び制度変更の通知
等を送付し、庁内の状況等を情
報提供した。
・職場の管理監督者と連携し、
職場復帰に向けて連絡・調整が
図られるように支援した。

・年３回、育児休業中等の職員
に庁内広報及び制度変更の通知
等を送付し、庁内の状況等を情
報提供した。
・職場の管理監督者と連携し、
職場復帰に向けて連絡・調整が
図られるように支援した。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

○男性職員の育児休業取得推進のため、配偶者の就
業の有無や育児休業の取得有無に関わらず、育児休
業が取得可能なことや、取得事例の紹介やモデル
ケースを提示することにより、積極的に取得できる
環境づくりに努めます。

○職員が安心して育児休業を取得できるよう、ま
た、育児休業を取得する職員と同じ職場の職員が安
定して業務が行えるよう、職場の管理監督者と連携
し、育児休業代替職員の採用等を含め、必要な措置
に努めます。

①育児休業等の制度の周知
②男性職員の育児休業取得促進
【目標】取得率５０％（令和６年）
③育児休業を取得した職員の円滑な職場復帰支援

○育児休業中の職員がスムーズに職場に復帰できる
ように、休業中の職員に定期的に庁内の状況等を情
報提供するとともに、職場の管理監督者と連携し、
職場復帰に向けて連絡・調整が図られるように支援
します。

人事担当課等

○親となった職員に対し、「小金井市職員次世代育
成支援プランハンドブック」の内容を説明するな
ど、育児休業等に関する制度や費用等の給付につい
て、必要な情報を提供します。



(４)　子どもの成長を育むために

取組内容

役割 取組内容 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実施
状況

実施 → →

主な
取組

時間外勤務時間数について目標
を掲げ、退庁予定時間の見える
化及び時差勤務制度等を継続実
施した。

時間外勤務時間数について目標
を掲げ、退庁予定時間の見える
化及び時差勤務制度等を継続実
施した。

時間外勤務時間数について目標
を掲げ、退庁予定時間の見える
化及び時差勤務制度等を継続実
施した。

進捗
状況

Ａ Ａ B

課題
等

引き続き、時間外勤務抑制の取
組を推進していく。

引き続き、時間外勤務抑制の取
組を推進していく。

引き続き、時間外勤務抑制の取
組を推進していく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

・キャリア支援研修（入所8年
目対象）及び女性のためのキャ
リア支援研修（外部講師）を実
施した。
・キャリア支援研修及び女性の
ためのキャリア支援研修（内部
講師）は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、中止とし
た。

・キャリア支援研修（入所9年
目対象）及び女性のためのキャ
リア支援研修（外部講師及び内
部講師）を実施した。
・キャリアデザイン研修（入所
８年目対象）及び受講者への個
別面談（外部講師）を実施し
た。

・キャリア支援研修（入所9年
目対象）及び女性のためのキャ
リア支援研修（外部講師及び内
部講師）を実施した。
・キャリアデザイン研修（入所
８年目対象）及び受講者への個
別面談（外部講師）を実施し
た。

進捗
状況

Ｂ A A

課題
等

引き続き、職員のキャリア形成
支援を図っていく。

引き続き、職員のキャリア形成
支援を図っていく。

引き続き、職員のキャリア形成
支援を図っていく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

・庁内広報や庁内イントラネッ
ト等を活用し、年次有給休暇の
啓発や取得状況について周知し
た。
・職場の管理監督者と連携し、
職員の年次有給休暇の取得促進
に努めた。

・庁内広報や庁内イントラネッ
ト等を活用し、年次有給休暇の
啓発や取得状況について周知し
た。
・職場の管理監督者と連携し、
職員の年次有給休暇の取得促進
に努めた。

・庁内広報や庁内イントラネッ
ト等を活用し、年次有給休暇の
啓発や取得状況について周知し
た。
・職場の管理監督者と連携し、
職員の年次有給休暇の取得促進
に努めた。

進捗
状況

Ａ Ａ Ａ

課題
等

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

引き続き、必要な措置に努めて
いく。

○職員が、仕事と子育てを両立し、個性と能力を十
分に発揮できるようにするため、キャリア形成に関
する研修等の実施を通じ、職員のキャリア形成支援
を図ります。

○毎年、時間外勤務抑制の目標及び取組を定め、そ
れに基づいた措置を適宜行うことで、ワーク・ライ
フ・バランスの充実を図ります。

①時間外勤務の抑制
【目標】各年度に掲げる数値目標の達成を目指す。
②業務の効率化
③年次有給休暇等の取得促進
【目標】取得率（全取得日数／全付与日数（繰越日数を含まない））７０％かつ全職員、最低５日間以上の取得（令和６年）
④職員のキャリア形成支援

○年次有給休暇の取得促進のため、庁内広報や庁内
イントラネット等を活用し、全庁的に年次有給休暇
の取得について啓発するとともに、職場の管理監督
者と連携し、職員の年次有給休暇の取得促進に努め
ます。

人事担当課等



(５)　その他の子ども・子育て支援

取組内容

役割 取組内容 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

実施
状況

実施 → →

主な
取組

設備の整備・点検・見直し等を
実施した。

設備の整備・点検・見直し等を
実施した。

設備の整備・点検・見直し等を
実施した。

進捗
状況

Ｂ Ｂ Ｂ

課題
等

引き続き、設備の整備・点検・
見直しに努めていく。

引き続き、設備の整備・点検・
見直しに努めていく。

引き続き、設備の整備・点検・
見直しに努めていく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

地域貢献活動冊子を作成し、
様々な地域活動について、全庁
的及び新任研修でも周知した。
また、庁内広報にも、ボラン
ティア休暇に関する記事を掲載
し、取得促進を図った。

地域貢献活動冊子を作成し、
様々な地域活動について、全庁
的及び新任研修でも周知した。
また、庁内広報にも、ボラン
ティア休暇に関する記事を掲載
し、取得促進を図った。

地域貢献活動冊子を作成し、
様々な地域活動について、全庁
的及び新任研修でも周知した。
また、庁内広報にも、ボラン
ティア休暇に関する記事を掲載
し、取得促進を図った。

進捗
状況

Ｂ Ｂ Ｂ

課題
等

地域活動に参加するための休暇
取得の促進に努めるため、ボラ
ンティア休暇等について周知し
ていく。

地域活動に参加するための休暇
取得の促進に努めるため、ボラ
ンティア休暇等について周知し
ていく。

地域活動に参加するための休暇
取得の促進に努めるため、ボラ
ンティア休暇等について周知し
ていく。

実施
状況

実施 → →

主な
取組

上級救命講習については、新型
コロナウイルス感染拡大防止の
ため、中止とした。

新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、回数を減らし実施し
た。上級救命講習（新規：2
回、再講習1回）

定期的に上級救命講習を実施し
た。（新規：2回、再講習10
回）

進捗
状況

C B A

課題
等

引き続き、上級救命講習を定期
的に実施していく。

引き続き、上級救命講習を定期
的に実施していく。

引き続き、上級救命講習を定期
的に実施していく。

①市の施設の子育てバリアフリー
②地域の子どものための貢献活動支援

人事担当課等

○授乳室や乳幼児用ベッドなど子どもを連れた人が
安心して訪れることができるよう、設備の整備・点
検・見直しに努めます。

○子育てに関する地域活動に参加するため、休暇取
得の促進に努めます。

○地域において事故や災害等から子どもを守ること
ができるという側面もあることから、職員に対し上
級救命講習を定期的に実施します。



(６)　女性職員の活躍推進

取組内容

R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度

実施
状況

実施 →

主な
取組

女性のためのキャリア支援研修
（外部講師及び内部講師）を実
施した。

女性のためのキャリア支援研修
（外部講師及び内部講師）を実
施した。

進捗
状況

A A

課題
等

引き続き、女性職員のための
キャリア研修の実施。

引き続き、女性職員のための
キャリア研修の実施していく。

実施
状況

実施 →

主な
取組

男性管理職のための女性キャリ
ア支援研修（外部講師）を実施
した。

男性管理職のための女性キャリ
ア支援研修（外部講師）を実施
した。

進捗
状況

A A

課題
等

男性職員の理解や関わり、職場
風土づくりに努めていく。

引き続き、男性職員の理解や関
わり、職場風土づくりに努めて
いく。

実施
状況

実施 →

主な
取組

キャリアデザイン研修（入所８
年目対象）及び受講者への個別
面談（外部講師）を実施した

キャリアデザイン研修（入所８
年目対象）及び受講者への個別
面談（外部講師）を実施した

進捗
状況

A A

課題
等

職員のキャリア形成支援を図っ
ていく。

引き続き、職員のキャリア形成
支援を図っていく。

実施
状況

実施 →

主な
取組

各職場の管理職との連携によ
り、昇任試験申込率向上に向け
た指導・育成を実施した。

各職場の管理職との連携によ
り、昇任試験申込率向上に向け
た指導・育成を実施した。

進捗
状況

B B

課題
等

昇任試験申込率向上に向けた取
組の実施。

昇任試験申込率向上に向けた取
組の実施。

実施
状況

実施 →

主な
取組

小金井市女性職員活躍推進プラ
ン（後期）に関するアンケート
調査を主事・主任職の女性職員
を対象に実施した。

令和3年度に実施したアンケー
トの集計結果を職員に周知する
とともに、対応について検討し
た。

進捗
状況

A A

課題
等

職員の意識や課題等の把握に努
めていく。

引き続き、職員の意識や課題等
の把握に努めていく。

【目標】女性職員の昇任試験申込率、主任職３５％、係長職２５％

〇女性職員を対象にした意識調査を実施し、職員の意識や課題等の
把握に努めます。

〇職員のモチベーションを高め、能力を最大限に引き出すことに
よって組織力の向上をめざすことを目的に、キャリアデザインを構
築するための取組を実施します。

〇男性管理職のための女性キャリア支援研修を実施し、男性職員の
理解や関わり、職場風土づくりを推進していきます。

〇各職場の管理職により、職員の能力開発につながるよう、指導・
育成を行う等、昇任試験申込率向上に向けた取組を実施します。

取組内容

○女性職員を対象としたキャリア形成支援研修を実施し、女性管理
職との交流や、ネットワーク形成を支援することで、キャリア形成
に関する意識啓発を行います。


